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世田谷区立平和資料館だより 
令和２年２月３日発行／生活文化部人権・男女共同参画担当課 平和資料館 

第１０回企画展 「戦前・戦中の映画パンフレット」 開催中 
 

平和資料館に寄 

贈され所蔵して 

いる「戦前・戦中の映画パンフレット(昭和13年～18年）」を 

展示しています。展示しているパンフレットの中には、太平洋 

戦争が始まった昭和16(1941)年のアメカの映画のものもありま 

す。また、上原謙さん・高峰三枝子さんなど当時の映画スター 

の紹介パネルもあります。パンフレットを通して戦前・戦中の 

映画に対する統制がどのように進められたが分かります。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２５日（月）６校時、上祖師谷中学校

で「太平洋戦争に学ぶ」をテーマに、「原爆の恐

ろしさ」について、１,２年生(320名)を対象に

出前授業を行いました。 

第１１回企画展「オリンピックと平和」について 

開催期間： 

令和2年3月20日(金) 

    ～9月 6日(日) 

開催場所： 

平和資料館多目的室 

 

中学校の出前授業を行いました 

開催期間：３月１５日（日）まで  

展示場所：平和資料館多目的室 

オリンピックの開催年に当たり、オリンピ

ックと戦争とのかかわりを、今まで開催さ

れたオリンピックを通して見ていきます。 

＜展示内容＞ 

幻の東京オリンピック  オリンピックと

紛争 復興の東京オリンピック ほか      

※オリンピック関連映画の上映もいたします。 

 

１１月２５日(月)、世田谷小

学校の６年生36名が、社会

科の学習で来館しました。子

どもたちは、進んで質問をす

るなど熱心に取り組んでい

ました。 

☆団体見学ができます 

   ご希望があれば、職員が解説をいたします。 

   １度に見学できる人数は40人程度です。 
 

☆出前授業をします 

授業日時、内容等ご相談ください。教職経験者の 

ベテランスタッフがおります。 
 

☆学習に必要な資料を貸し出します 

   戦争関係の物品・図書など、数量や期間などお気軽

にご相談ください。 

小学生が見学しました 

今年度、６校の小学校・中学校・高校が当

館を学習に活用しました。   

 
結婚の生態 昭和16(1941)年 東宝 

 

 



 

中学校巡回展(9月～12月)が終わりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域巡回展 

「日本空襲」をテーマに８月から 

11月まで区内５箇所で地域巡回展 

を実施し、好評のうちに終了いた 

しました。 

 

私の戦争体験 

語り部：河津一哉 昭和５年生 

昭和19年、 

       熊本幼年学校に 

入学。熊本空襲 

で実家が焼かれ

１５歳の時に終

戦を迎える。 

 

□ 開館時間  午前９時 ～ 午後５時  （入館は午後４時４５分まで） 

□ 入 館 料  無料 
 

□ 休 館 日  毎週火曜日 （火曜日が祝日の場合は翌水曜日） 

年末年始   （１２月２９日～１月３日））                

□ 所 在 地  〒１５４－０００１  東京都世田谷区池尻１－５－２７ 

世田谷公園内 （野球場となり) 

☎ ０３－３４１４－１５３０    FAX ０３－３４１４－１５３２       

戦争の時の写真を見て、恐ろしさや悲惨さを感じた。日本人が知る戦

争のもたらすものを忘れずに世界に伝えていかねばいけないと思った。

また、戦争の状態から平和で発展している日本になるには、たくさんの

人の努力があると思うので、感謝したいと思う。   (生徒Ａ) 展示パネルを見る中学生 

 

写真や解説などがとても分かりやす

く、戦争について関心をもつことができ

た。特に子供たちの写真が印象に残っ

た。親を失った子供は、孤児院に連れて

いかれる。こう考えてみると、この平和

な時代に生まれてよかったと思う。普段

支えてくれる人たちに感謝したい。 

          (生徒Ｂ ) 

中学校巡回展今年度実施校(全 9校) 

北沢中学校  上祖師谷中学校  緑丘中学校  船橋希望中学校  

梅丘中学校 千歳中学校 烏山中学校 松沢中学校 芦花中学校 

 

 

生徒は興味をもって見学

していたが、教師側で解説し

たり発展させたりといった

ところまでは活用しきれな

いのが現状。一緒に見て回っ

ていろいろと話すことはで

きた。     (先生Ａ) 
 

戦争当時に使われていた物が、実際に

見ることができたのはとても良いこと

だと思う。写真や解説は今までに見たこ

とがあるものだったので｢普通｣に感じ

た。ただ、｢世田谷空襲｣や戦時下の子供

たち」は、生徒が自分自身とのつながり

を感じたり比較したりしやすいようで、

興味をもって見ていた。   (先生Ｂ) 

＜先生や生徒の感想＞ 

語り部 DVD新収録 
当館では、戦争を体験された方の証言を映像に残す取り組みを進めていま

す。今回新たに２件収録いたしましたのでご紹介します。語り部DVDは当館

ライブラリで視聴できます。また、貸し出しもしています。 

 

＜ご意見・ご感想＞ 

・世田谷区に空襲があったことを知 
ることができよかった。 

・自分の町のことなのでよく読みま 
した。 

・展示にもっとインパクトが欲しい。 
・いろいろな角度から展示がありよ 
かった。 

 

中国残留孤児｢この生あるは｣ 

語り部：中島幼八 昭和１７年生 

昭和18年、家族と中国東北部に渡る。

戦後、中国養父母 

に育てられる。 

昭和33年、単身 

で舞鶴に帰還。 
 

インタビュー：針谷あい（大学生） 

 


